
尾道市立土堂小学校

改善計画

7月 1月

単元テストの通過率
国語・算数・理科

９０点以上の児童
の割合８０％以上

80% 82% 100 A
・学習内容の確実な定着を図るため，モジュー
ル学習および家庭学習において基礎的・基本的
な問題に繰り返し取り組ませた。

〇単元テスト・全国学力，学習状況調査においては，例年と変わらず素晴らしい
点数がとれており，授業にて木曽・基本の定着が充分に図られていると感じてい
ます。
〇充分に評価できる。
〇引き続きよろしくお願いします。
〇素晴らしい実績です。
〇十分な成果が上がっています。モジュールは内容・方法さらなる工夫をすると
よいでしょう。

・つけたい力を明確にした授業を行う。
・計画的にモジュール学習を行う。
・算数科（４～６年）において，個に応じた指導（習熟度別学
習）を行う。

全国学力・学習状況調査の正

答率
(国語・算数）Ａ問題＋12P
(国語・算数）Ｂ問題＋15P

(理科)＋12P

「基礎・基本」定着状況調査

の通過率（９月）
(国語)＋12P
(算数)＋12P
(理科)＋12P

達成率７５％以上

全国A問題
国＋15.4
算＋13.8
全国B問題
国＋17.4
算＋14.9

基礎・基本
国＋13.3
算＋12.7
理＋13.6

　

120.6
92.0

217.5
186.2

83.1
79.3
85.0

A

・「全国学力・学習状況調査」の通過率（　）
は全国との比較
　　　国語A88.3％（＋15.4P）
　　　国語B72.9％（＋17.4P）
　　　算数A91.9％（＋13.8P）
　　　算数B73.1％（＋14.9P）
・「基礎・基本」定着状況調査の通過率(　）は
県との比較
　　　国語85.1％（＋13.3P）
　　　算数90.7％（＋12.7P）
　　　理科84.2％（＋13.6P）

・教科部会を中心に，組織的に授業改善を行った。
「思考の形成」「他者視点の獲得」「自己モニターの機能」を
関連付けた授業を行った。
・単元末テストに加え，全国学力学習状況調査B問題や，「基
礎・基本」定着状況調査タイプⅡの問題に取り組ませている。
・「学力向上対策プロジェクト」を立ち上げ，国語・算数・理
科プリント集を作成し，基礎・基本が身に付くように指導する
とともに，活用問題等も指導している。（12・3・4月/放課
後，家庭学習：担任・専科を中心に）

総合学力テストの正答率
（国語・算数）（２月）
※４年生は，尾道市学力
定着実態調査の結果

各教科
目標値＋10％

国語
12.7％

算数
11.6％

25 D

・国語 各学年結果　（　）は目標値との比較
　　　１年　85.4％（＋10.0％）
　　　２年　86.8％（＋10.5％）
　　　３年　80.2％（＋12.2％）
　　　４年　80.3％（＋11.5％）
　　　５年　87.1％（＋18.9％）
　　　６年　82.5％（＋13.0％）
・算数 各学年結果 （ ）は目標値との比較

・児童の基礎的な学力の向上と思考力・判断力・表現力を育成
するために，土堂小シンキングマップを活用し，「思考の形
成」「他者視点の取得」「自己モニターの機能」を関連付けた
授業づくりを行う。
・『広島県版「学びの変革」アクション・プラン』を踏まえ，
課題発見・解決学習のための授業づくりを進める。
・基礎学力の向上のために，モジュール学年系統表を完成さ
せ 系統的にモジュールの内容を実施する

推薦指定図書（20冊）の読破率
　　1学期　  6冊
　　2学期　14冊
　　3学期　18冊
※３学期は1/31の時点の目標冊
数

95%

国語
12.7％

算数
11.6％

25 D

・国語 各学年結果　（　）は目標値との比較
　　　１年　85.4％（＋10.0％）
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　　　６年　82.5％（＋13.0％）
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・児童の基礎的な学力の向上と思考力・判断力・表現力を育成
するために，土堂小シンキングマップを活用し，「思考の形
成」「他者視点の取得」「自己モニターの機能」を関連付けた
授業づくりを行う。
・『広島県版「学びの変革」アクション・プラン』を踏まえ，
課題発見・解決学習のための授業づくりを進める。
・基礎学力の向上のために，モジュール学年系統表を完成さ
せ 系統的にモジュールの内容を実施する

全国学力・学習状況調査の平
均
(児童質問紙）３～６年生総合で
75%以上

75% 3月９日時点では，結果が返っていません。

82% 81% 96 B

・「自分から挨拶を３０人」という目標を全校
集会で呼びかけることで，全学年が自分から挨
拶をすることを意識することができた。そのた
め，自主的に気持ちの良い挨拶をする児童が増
えてきている。
・地域の人への挨拶も，自分から挨拶をしよう
とする児童が増えてきている。
・挨拶をする児童が固定化していることは，課
題が残っている。

6

・全校集会での呼びかけ後，自主的に挨拶をする児童が増え
た。しかし，時期が経つと意識できていない児童もいるので，
継続して呼びかけを行う。
・挨拶を自主的にしている児童は固定化しているが，徐々に増
えてきている。自主的に挨拶をしている児童を評価し，意欲が
高まる声かけを行うことで，更に自主的に挨拶をする児童を増
やしていく。

78% 79% 92 B

・継続的に，主体的な清掃活動の目指す児童の
姿（時間いっぱい，無言で）の共通理解を図
り，全教職員で指導している。
・異学年で清掃活動している場所を増やし，高
学年の低学年と一緒に学校をきれいにしようと
する意識を高めることができた。低学年も，高
学年の姿を見て無言掃除を行っている児童が増
えた。
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・今後も，異学年交流を行い，高学年が低学年を指導したり，
一生懸命掃除をしている姿を見せたりする掃除を行う。低学年
は，高学年の姿からよりよい掃除の仕方を学び，自己の掃除に
生かすようにさせる。
・掃除の振り返りを充実させ，自主的な清掃活動を行わせる。

体つくり
体育授業の工夫
　～運動量の確保～

新体力テストの結果
（県平均または全国平均
値の高い方を上回った種
目の割合）

60% 68.8% 115 A

・「ボール投げ」については，「ゲーム」
「ボール運動」の単元において，体育科の授業
においてルールや場を工夫し，運動量を確保す
ることができた。
・「50m走」については，走る時の足の動きを
意識させるため，ハードル走に取り組んだ。歩
幅を意識して走ることや，スピードを落とさず
飛び越すことを通して，50m走の記録向上を
図った。

〇グランドの狭さについては仕方ない欠点ですが，その中でも積極的に運動に取
り組めていると思う。また，その中で工夫を凝らしながら運動している姿は素晴
らしい。
〇少しずつ成果が現れているようで楽しみです。
〇目標が具体的でよい。
〇これからも体力作りに努めてください。
〇狭いグランドの中，努力されてきた結果が現出していると思います。
〇取組が順調に芽を出しています。今後もよろしくお願いします。

・「ボール投げ」については，授業の初めにアーチボール（テ
ニスボールにすずらんテープをつけたもの）に取り組み，投力
の向上を図る。また，「ゲーム」「ボール運動」の単元におい
て，体育科の授業においてルールや場を工夫し，運動量を確保
する。
・月ごとに学習する単元に合わせた運動を提案し，それを取り
入れた活動を授業の中で行う。

「早寝・早起き・朝ごは
ん」の徹底

習慣化できた児童の割合
（児童の自己評価）

85% 79 77 93 B

・学期に１回，「早寝・早起き・朝ご飯」調べを
行った結果，児童の意識を高めることができた。
・学級懇談会で，「早寝・早起き・朝ご飯」調べの
結果を伝え，保護者の意識も高めることができた。

6

〇家庭の協力なくして「Ａ」は難しいでしょうね。
〇保護者との連携が重要なので学級懇談等で重要性等繰り返し強調するとよい。
〇早寝については，実践が難しくなかなか守れていない様子があり，睡眠時間・規則正し
い生活は成長期の子どもにはもっと意識して優先して取り組む必要があると感じます。

・学期に１回，「早寝・早起き・朝ご飯」調べを行い，継続し
て児童の意識の向上を図る。
・保健便り，学級懇談会，個人懇談会で，「早寝・早起き・朝
ご飯」調べの結果を伝え，保護者の意識の向上を図る。

地域での学習，ゲストティ－
チャ－の活用，地域行事・育
友会行事等への参加，保護者
図書ボランティアの協力
年間計画の実施率

95% 100 100 105 A

・年間計画をもとに実行している。
   地域での学習　１１回
　ゲストティーチャーの活用　　１８回
　地域行事・育友会行事の参加：１７回
　図書ボランティア：２０回

6

〇ふるさとについての理解・郷土愛が高まるような取組は，積極的に行われてい
るので素晴らしいと思う。
〇保護者との連携が重要なので学級懇談等で重要性等繰り返し強調するとよい。
〇何も言うことはない。いつもありがとうございます。
〇よくがんばっておられます。
〇上手に地域力を活用されている。

・総合的な時間を中心に計画的に位置付け，郷土尾道を知り，
郷土を大切に思う気持ちを育てる学習を継続する。

保護者評価５段階３以上の割
合（保護者アンケート）

90%以上超えた
項目

100 100 A

・「楽しく学校に行っている」　97.8％
・「学校の勉強がよく分かったり，できるよう
になったりしている」95.6％ 6

〇児童の方が自己評価が高い，達成率はよい。今まで通りの教育活動を進めてほ
しい。

・「楽しく学校に行っている」まったくと答えた児童が0.7％
いるので，児童実態把握をしっかり行い取り組む。
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基礎・基本の定着
と思考力の向上

85%
(３以上の子の割

合）

習慣化できた児童の割合
（児童アンケート５段階）
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（例）　１１１１１１１１１
１週間のうち５日できた児童

気持ちのよい挨拶（目を見
て，相手に届く声）の励行

主体的な清掃活動の実施
（無言・時間いっぱい）

相手意識の向上

モジュール授業の工夫
個に応じた指導の工夫
読書活動の充実
家庭学習の工夫
課題発見・解決学習の工夫

地
域
と
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が

共
に
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て
る

尾道への郷土愛を高める教
育を行うために，地域人
材・素材を計画的に教育課
程に位置づけて実践する。

【外部評価】　イ：自己評価は適正である。ロ：自己評価は適正でない。　ハ：わからない。
　　　　　　　　　　　　【自己評価　評価】
　　　　　　　　　　　　　Ａ：１００≦（目標達成）　　　　　　Ｂ：８０≦（ほぼ達成）＜１００
　　　　　　　　　　　　　Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０　　　　Ｄ：（できていない）＜６０

j 結果と課題の説明
ハ

c 短期経営目標
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　〇十分に評価できる。
〇習慣化については，教師の看取りも重要です。
〇挨拶が元気のバロメーターだと思います。「周りの人から先に声かけされる前に」とか
チャレンジ的な要素を一定期間取り入れてチャレンジしても面白いかも。
〇特に登校時挨拶が出来にくい子どもがいる。
〇挨拶は家庭での教育のほうが，大きく影響すると思われます。
〇挨拶の温度差があること，挨拶はその子どもの気持ち身体的・精神的な物が表れてくる
ので，学校と家庭とで支えていくことが大切と思います。
〇清掃活動においては，子どもの「きれいにするために掃除する」という意識が高く，掃
除内容についても一生懸命取り組めているところが素晴らしい・

コミュニティ・スクール
の実践

平成27年度　学校評価表　

a ミッション

自己評価 学校関係者評価評価計画

　　志を持ち未来を拓く子どもの育成
「自ら学ぶ」

学
ぶ
こ
と
が
楽
し
く
感
じ
ら
れ
る
子

ａビジョン　○基礎・基本を大切にし，確かな学力を育む学校　○学ぶ力と遊ぶ力，これらの基本となる力を育む学校
○尾道への郷土愛を高める学校　○地域と保護者が共に育て支える学校－土堂小学校の理解を深め，地域や保護者同士の交流を促進する－

m 改善案l コメントb 中期経営目標
i

評
価

d 目標達成のための方策

f
目
標
値

h
達
成
度

〇記述式の問題に取り組むという課題が分かり，自分で考えて書くことの大切さ
がこれからはもっと問われるので，意識して取り組んでいかないと身に付けるこ
とが難しいと感じました。
〇目標値が高いのではという気がします。ご説明いただいた記述式に変わったこ
とも大きく影響していると思われるので，次回以降の様子を見てはと思う。
〇この部分は問題を変更したことによる効果と思います。新たな課題が見えてき
たことですので，大変よかったです。
〇いろいろな要素があるので，いっそうの努力を。
〇自ら考える力を養っていただきたいです。
〇国語の記述（４行目から）は，私でも間違えて記入すると思います。（とんち
のようで）問題の出し方が問題です。

自
他
を
大
切
に
す
る
子

g
達成
値

g
達成
値

e 評価指標
ロ

k 二次評価

イ

様式1


